
　中等教育（中学校と高等学
校）の主眼は学力の養成です。
したがって学校の正課は毎日
６限ないし7限実施される「授
業」であって、クラブ活動の
位置づけは課外活動というこ

とになります。国語数学など各教科の学力を養成する目的
は、それが大学などへ進学する際の重要な指標となるだ
けでなく、君たちが大人になって、何かしら独学をしなけ
ればならないときに慌てなくていいように、基礎的な訓
練はしておこうという一面もあると思います。ただし、
ここで言う学力とはあくまでも数値化できる範囲を指しま
すから、考えてみればたいしたことではないのです。そ
もそも数字で表すことのできる能力など、多少差があって
もたいしたことではないと思います。それに人間の秘めら
れた才能の全てを測定することなど、中高では決してでき
ません。まして才能の多くは数値化できないものなのです
から、学力以外の場で人の才能の優劣を決めることは至難
の業です。現在君たちが進路達成という場合、その多くは
数値化できる範囲での戦いを意味しています。もっと言え
ば、入試で君たちの求められる学力とは、「決められた時
間内に問題を解く能力」に過ぎません。長い時間をかけて
問題に取り組むことは要求されていません。つまり、要求
されている能力は、とても狭い範囲だということを知って
おくべきだと思います。
　しかしながら、私は学力をつけることはとても大切だと
思っています。学力の成績が君たちの進路を開くことは確
かなことなのですから。それに現実に君たちの生活のほと
んどは、その学力の養成につぎ込まれています。しかし同
時に、たかが「時間内に解ける学力」ではないかとも思っ
ていてほしい。私たちも人間の優劣を、わずかな数値の差
で判断してはならないと日々戒めているつもりです。
　そして、数値化されない能力こそ大切に育ててほしいと
願っています。人の世の営みは人間の総合力で成り立って
います。その中では数値化される能力などほんの一部であ
り、その能力で優劣を争うのも人生においてはほんの一瞬
の出来事です。ですから、これからの長い人生をかけて、
君たちの持つ美しい資質を今からきちんと認識し、大事に
育てていかないといけません。人の心に寄りそえる力と
か、想像力とか、孤独に耐える力とか、やさしさとか、勇
気とか君たちには驚くほど多くの資質があるのですが、案

外気づかないものです。中高で数値化される学力をつける
一方で、自分の美しい部分にも目を向けてほしいと思いま
す。そして、「磨かざる天賦の才は不断の努力を積み重ねる
凡才には勝てない」ことも知ってほしいと思います。自分
を見つめて、素晴らしい資質を見つけなくては磨くことも
できません。見つけても磨かなければ何にもなりません。
　さて、話は逸れるかもしれませんが、二本足で歩行可能
となった人類は、他の動物にはない大きな脳を手に入れま
した。しかし、その代償もあります。それは未完成のまま
誕生するということです。他の動物は、馬でもキリンでも
ライオンでもイルカでも生まれてすぐに親と同じ行動がと
れます。人間だけが違います。自然の摂理から見れば未完
成過ぎる、はっきり言えば欠陥だらけの姿でこの世に生を
受けるわけです。これは何を意味するのでしょうか。考え
てみてください。私はこれを人間にだけ与えられた特権だ
と思います。つまり、完成されたプログラミングを持って
生まれるということは一生が決定されているということで
しょう。変化の余地のない一生なわけです。セミは、その
一生は既に決まっています。個々のセミが、この一生をど
う生きようかと迷うわけがないでしょう。長い年月を経て
突然変異を起こすことはあっても、セミが「自分の意思
で」鳴き方を工夫するとか、飛び方や生きる範囲を決める
とか、そんなこともないでしょう。しかし、人間は未完成
で生まれるがゆえに自分の人生を自分で決められるので
す。私はそう考えています。変化の余地が十分にあるので
す。未完成で生まれるがゆえに学習する脳を持てた、とも
言えるでしょう。自分の人生を「自分の意思で」デザイン
する能力を備えて生まれるのです。ですから、君たちもそ
のつもりで生きなくてはなりません。それが人間らしく生
きるということなのですから。今の君たちは自分の人生の
デザインの初期を生きています。そのスタートに、たとえ
数値化されるに過ぎない能力にしても、その学力が必要と
されるのなら前向きに取り組まなくてはなりません。君た
ちの多くが望む進路はそれを要求されるのですからね。こ
れまでどのくらい時間を割いて頑張ったのか、それは君に
しか分からないことです。しかし、自分の生き方、この先
の人生、それらのスタートだと考えればきっとまだまだ頑
張れると思います。卒業するときに、自分はこういう人生
を歩みたい、だから三重中高でこういう努力をしてきたの
だと、はっきり言えるといいですね。この学校が生徒の揺
籃になってくれることを、私はいつも祈っています。

人間だけのもの 三重中学校　　
校長　野田 佳均
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　11月19日（金）に、中学行事が行われました。第２体育館、
ベルホール、音楽室での発表、また文芸大会の作品と各学
年のオブジェの展示がありました。
　今年は、オンライン開催とし、各会場の映像を各教室で
見ました。第２体育館では、演劇、ダンスの発表がありました。
演劇は、大道具の配置はもちろん、照明、音響も生徒たち
で担当し、皆で協力し合っていました。ダンスは、キレがよ
くカッコイイ姿に拍手が沸き起こっていました。ベルホールで
は、科学技術部、中３動画制作、中１音楽班の発表があり
ました。それぞれ見応えがある作品ばかりで、皆を楽しませ
ていました。音楽室では、中２音楽班、中３音楽班による発
表がありました。デュオから14 人による大所帯バンドまであ
り、歌、ドラム、ピアノ、ギターなど、多彩な楽器の音色と
美しい歌声が会場に響いていました。図書館前と中央の階
段では文芸大会の作品とオブジェが展示され、１点１点素晴
らしいのはもちろんですが、展示された空間も、文化的な雰
囲気を醸し出していました。

中学行事が行われました。中学行事が行われました。

中学行事中学行事
2021年2021年
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　今回、前期生徒会の最後の仕事として中学行事の運
営に携わらせて頂きました。コロナ禍で、配信、という
形での開催となり、前例が無かったので、本当に手探り
の状態からのスタートでした。しかし、沢山の方々に力
を頂いたことで、何とか開催まで漕ぎ着けることが出来
ました。当日になるまで、不安なことも多かったのですが、
本番では、トラブルはあったものの、皆さんに楽しんで
頂けた様で、納得のいくものをつくることが出来ました。
協力、応援して頂いた先生方、そして生徒の皆さん、本
当にありがとうございました。
　私たち前期生徒会はここで終了となります。生徒会の
仕事は初めてのことが多く、大変ではありましたが、ど
れも貴重な経験ばかりで、多くのことを学ばせて頂きま
した。お世話になった方々、本当にありがとうございま
した。これからも、この経験を活かしていこうと思います。

多くの人の思いを感じた中学行事
中学前期生徒会長　3A　前原 優月
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表彰
報告 第67回読書感想文コンクール

　最優秀賞	 ３Ａ　本田 真依子	「治療が求めるもの」
　優 秀 賞	 １Ａ　川本 恋凪	 全ての子ども達に教育と平等を
	 ２Ｂ　奥野 彩葉	 自分のために「西の魔女が死んだ」
	 ３Ａ　山本 雪	 出会いで変わるもの
　優 良 賞	 ２Ａ　伊藤 佑太	 多様性を理解し、認め合う未来へ「With you」
	 ３Ａ　堀口 明日羽	「牧野富太郎 日本植物学の父」を読んで
　佳　　作	 １Ａ　服部 愛菜	 本当に伝えたい事は心の底から
	 ３Ｂ　木村 瑠衣	 「上京物語」を読んで
 【校内入選】	 １Ｂ　林 心	 「死」より「生」を。
	 ２Ｃ　伊藤 万梛花	『好きこそものの上手なれ』
	 ２Ａ　林 翔	 「ヤングケアラー」から学び得たこと

第46回三重県「ごはん・お米とわたし」作文コンクール（作文部門）
三重県教育委員会教育長賞	 ３A　福田 美月
三重県農業協同組合中央会会長賞	 ２C　岡野 晴
全国農業協同組合連合会三重県本部県本部長賞	 ２B　松林 沙弥
佳　作　　 ２D　入谷 妃莉　  ３A　濱口 茉白　  ３A　松野 由依　  ３A　村田 聖
学校賞

クラブ
活動報告

全国珠算学校連盟
暗算段位認定 
十段（最高段位）
１C　隱地 栞真

ダンス部初イベント
　11月23日(火・祝)、イオン松阪店のマームにて、中高ダンス部が
40分間のステージ発表に、午前と午後の2回出演させていただきまし
た。このイベントが中高ダンス部にとって今年度初めてのイベント出
演となりました。4年生や中学1年生の部員にとっては今回のイベン
トが人前で踊る初舞台となり、「緊張するからまだ出たくない」と尻
込みしていた新入部員もいましたが、出演が終わってみると「楽しか
った！出てよかったです」と、みんなでステージに立ち表現する楽し
さを味わったようでした。今回も多くの保護者・教職員・友達の皆さ
んが応援に来てくださいました。応援ありがとうございました。
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後期生徒会

会　長	 ３Ｃ　矢尾 名菜
副会長	 ３Ｃ　丸山 真亜弥
	 １Ａ　野嶋 紗妃
書　記	 ２Ｂ　木場本 稜司
	 １Ａ　愛宕 凜慶
会　計	 ２Ａ　堀越 明大
	 １Ａ　中村 衣久志

中学校後期生徒会中学校後期生徒会

　後期生徒会長に就任した 5年 C組の城知樹です。
これから一緒に生徒会を運営していく生徒会役員を
紹介します。副会長は 5年 C組種村向将と 4年 A
組松本恭佳、書記は 5年 C組辻誠也と 4年 A組辻
遥香、会計は 5年 C組久保真也と 4年 A組山本泰
佑です。このメンバーで協力して後期の生徒会を運
営していきます。
　前期はコロナウイルスの影響でほとんど学校行事
を行うことが出来ませんでした。そこで、三重高校
での学校生活が残り少ない 6年生のために、思い出
に残るような学校行事を実施したいと考えています。
高校生活が楽しく素晴らしかったと思ってもらえる
ように努力していきます。

　 六年制後期生徒会長　5C 城 知樹

　この度後期生徒会長となりました、矢尾名菜です。先日、久
しぶりの学校行事となる中学行事が行われました。そこで、前
期生徒会の方々が計画から進行までたくさんの仕事をこなされて
いる姿を目にしました。また、中学行事の最後のセレモニーとし
て、前期生徒会の方々から後期生徒会役員が紹介されました。
そこで私は生徒会長として初めて全校生徒の前で挨拶をしまし
た。その挨拶を終えると生徒会長になる自覚と責任感が芽生えま
した。これから本格的に生徒会としての仕事が始まります。私た
ち後期生徒会は１年生、２年生、３年生と全ての学年が揃う生徒
会です。これは大きな強みであり、これから行われる学校行事や
学校生活をより良くより楽しくするための武器になると信じてい
ます。他の生徒会役員と協力し私たちにしかできない事を生かし
ます。生徒の皆さまと共に、この学校をより良いものにするため
に頑張りますので後期生徒会をよろしくお願いします。

後期生徒会として 中学後期生徒会長　3C　矢尾 名菜

会　長	 ５Ｃ　城　 知樹
副会長	 ５Ｃ　種村 向将
	 ４Ａ　松本 恭佳
書　記	 ５Ｃ　辻　 誠也
	 ４Ａ　辻　 遥香
会　計	 ５Ｃ　久保 真也
	 ４Ａ　山本 泰佑

六年制高校部六年制高校部
後期生徒会後期生徒会

文芸大会

金　賞 ２A 橋本 和華
銀　賞 １A 吉村 碧珠 １A 坂部 俊輔 ３B 木村 瑠衣
銅　賞 １A 上田 音羽 ２B 小坂 美月 ３D 岡田 彩菜

◆写真部門
金　賞 ３A 堀木 優来

銀　賞
１B 谷垣 瑠美奈
３A 堀口 明日羽

◆作曲部門

金　賞 ２C 伊藤 万梛花 ３A 内田 翔大
銀　賞 ２A 小﨑 梨子 ３D 稲垣 百瑛 ３D 小川 千晶
銅　賞 １Ｂ 浅香 翔 １Ｂ 五十部 伶 １Ｂ 北村 香穂音 ２A 岩佐 すず
特別賞 ３A 大浦地 美月 ３B 中村 結衣

◆書道部門

校
内
表
彰
部
門
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も
な
く
、

近
年
は
、
鶏
み
そ
焼
き
も
、
全

国
的
に
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
深
蒸
煎
茶

で
独
特
の
味
わ
い
の
あ
る
松
阪

茶（
飯
南
茶
）は
、
私
が
初
め
て

お
茶
の
お
い
し
さ
を
知
っ
た
、

思
い
出
深
い
お
茶
で
す
。
老
伴

（
お
い
の
と
も
）に
代
表
さ
れ
る

歴
史
の
あ
る
和
菓
子
、
ま
た
、

市
内
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
洋
菓
子
店
な
ど
、
美
味
し
い

食
べ
物
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
何
よ
り
清
流
、
櫛
田

川
を
水
源
と
す
る
美
味
し
い
水

が
、
生
き
る
活
力
を
与
え
る
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。
正
藍
染
の

糸
で
織
る
縞
模
様
の
松
阪
木

綿
、
本
居
宣
長
記
念
館
、
松
坂

城
跡
、
御
城
番
屋
敷
、
等
々
地

元
の
歴
史
、
文
化
、
食
べ
物

を
よ
く
知
り
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
国
際

交
流
の
第
一
歩
で
す
。
本
校
に

は
、
松
阪
市
内
か
ら
は
も
と
よ

り
、
県
内
外
か
ら
１
，６
０
０

人
を
超
え
る
生
徒
が
通
学
し
て

い
ま
す
。
高
校
3
年
間
で
、
松

阪
市
を
よ
く
知
り
、
そ
の
魅
力

を
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍
す

る
舞
台
で
、
是
非
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
、
そ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

校
長　
中
谷 

文
弘

郷
土
を
知
ろ
う
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
昨
年
は

中
止
と
な
っ
た
様
々
な
大
会
が

本
年
は
制
限
が
あ
り
な
が
ら
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

生
徒
の
皆
さ
ん
が
活
躍
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
ず
、
7
月
に
は
全
国

高
校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
仲
川

君
と
近
藤
君
の
ペ
ア
が
個
人
戦

で
見
事
、
全
国
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
個
人
戦
で
の
優
勝
は

２
０
０
５
年
以
来
、
5
回
目
で

す
。
さ
ら
に
は
、
硬
式
野
球
部

が
三
重
県
の
県
大
会
の
激
戦
を

制
し
、
第
１
０
３
回
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
11
月
に
は
、
男
子

サ
ッ
カ
ー
部
が
第
１
０
０
回
全
国

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
第
74
回

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、私
は
入
学
式
に
お
い
て

毎
年
、生
徒
の
皆
さ
ん
に「
建
学

の
精
神
」や「
校
訓
」そ
し
て
、

実
行
し
て
ほ
し
い
四
つ
の
大
綱

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
繰
り
返

し
で
す
が
、
そ
の
四
大
綱
と
は
、

「
ル
ー
ル
を
守
る
」「
ベ
ス
ト
を

尽
く
す
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ

く
る
」「
相
手
に
敬
意
を
持
つ
」

で
す
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
大
会

に
参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
や

先
生
方
を
は
じ
め
、
様
々
な
場

面
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
実
行
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
非
常
に
嬉

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

硬
式
野
球
部
の
三
重
県
大
会

の
初
戦
は
徳
風
高
校
に
65
対
０

で
勝
利
を
し
ま
し
た
。
徳
風
高

校
に
は
、
も
と
も
と
硬
式
野
球

部
が
な
く
、こ
の
大
会
か
ら
公
式

戦
に
初
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
野

球
経
験
が
乏
し
い
生
徒
さ
ん
が

一
所
懸
命
に
試
合
に
臨
ん
で
み

え
ま
し
た
。
試
合
後
に
本
校
の

部
員
の
皆
さ
ん
や
指
導
者
の
先

生
は「
相
手
チ
ー
ム
の
必
死
の

姿
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

点
数
差
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
が
、
対
戦
相
手
を
下
に
評

価
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も「
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
」「
相

手
に
敬
意
を
持
つ
」を
実
践
し

た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
、
か
け

が
え
の
な
い
経
験
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

男
子
サ
ッ
カ
ー
の
県
大
会
決

勝
は
私
も
現
地
で
応
援
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
事
前
に
対

戦
校
で
あ
る
海
星
高
校
は
非
常

に
強
い
チ
ー
ム
で
あ
る
と
聞
い
て

い
た
の
で
、
好
試
合
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
本
校
が
前
半

に
１
点
、
後
半
に
も
2
点
を
追

加
し
、
3
対
０
で
リ
ー
ド
を
し

て
残
り
5
分
。
そ
こ
か
ら
猛
反

撃
を
受
け
2
点
の
失
点
。
手

に
汗
を
握
る
展
開
で
あ
り
ま
し

た
が
、
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。
優

勝
を
し
た
瞬
間
に
ピ
ッ
チ
に
崩

れ
落
ち
た
生
徒
の
皆
さ
ん
の
姿

が
激
戦
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、中
継
し
て
い
た
テ
レ
ビ

局
の
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
冒
頭

で
対
戦
し
た
海
星
高
校
に
対
し

て
賛
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

相
手
が
あ
っ
て
こ
そ
試
合
が
成

立
す
る
の
で
あ
り
、
相
手
に
敬

意
を
も
ち
切
磋
琢
磨
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
生
徒
の
皆
さ
ん
も
成

長
し
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
決
勝
の

対
戦
校
は
9
年
連
続
の
津
商
業

で
し
た
。
過
去
の
戦
績
は
４
勝

４
敗
で
文
字
通
り
の
好
敵
手
で

あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
３
セ
ッ

ト
連
取
で
優
勝
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
も
大
変
な

も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
昨
年
の
同
大
会
で
は
、ス
ト

レ
ー
ト
負
け
を
喫
し
て
学
校
に

帰
っ
た
同
日
に
練
習
を
再
開
し

た
と
聞
き
ま
し
た
。「
悔
し
さ
」

を
見
事
に「
宝
物
」に
さ
れ
た

生
徒
の
皆
さ
ん
に
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
学
校
行
事
も
少
し
ず

つ
再
開
し
ま
し
た
。
11
月
に
開

催
し
た
三
年
制
体
育
祭
で
は
、

生
徒
の
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

圧
倒
さ
れ
る
と
同
時
に
、
生
徒

の
皆
さ
ん
の
嬉
々
と
し
た
姿
に

行
事
の
大
切
さ
に
改
め
て
気
が

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
校
で
は
学
園
祭
を
実
施
し
ま

し
た
。
開
会
式
で
の
野
田
校
長

先
生
の
お
話
で
は
、
当
初
は
感

染
予
防
の
観
点
か
ら
開
催
を
許

可
で
き
な
い
方
針
で
あ
っ
た
の

が
、
生
徒
会
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
遠
隔
で
映
像
を
配
信
す
る
等

の
計
画
を
立
案
し
、
校
長
に
実

施
計
画
案
を
提
示
し
、
そ
の
内

容
を
評
価
し
て
開
催
を
許
可
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
多
く
の
制
限

が
あ
る
な
か
、自
分
た
ち
で
ル
ー

ル
を
つ
く
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

生
徒
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の

学
園
祭
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ま
だ
ま

だ
我
々
の
日
常
生
活
に
は
多
く

の
制
限
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
に
昼

食
時
の
黙
食
の
励
行
等
を
引
き

続
き
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
楽

し
い
は
ず
の
昼
食
時
間
に
制
限

を
設
け
る
こ
と
に
心
苦
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
し
ば
ら
く
学
校
全
体
で

感
染
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
本

来
の
学
校
生
活
を
取
り
戻
す
近

道
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
閉
塞
感
が
あ
る
状
況
に
お
い

て
も
、「
四
つ
の
大
綱
」を
実
行

し
て
い
る
生
徒
の
皆
さ
ん
や
先

生
方
に
改
め
て
心
よ
り
敬
意
を

表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

学
校
法
人
三
重
高
等
学
校　
　

理
事
長　

梅
村 

光
久

「
四
大
綱
」
の
実
行
を

芸
術
科（
書
道
）教
員 

佐
久
美 

昭
夫
先
生
が

日
展
に
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

おめでとう
ございます

「論書絶句」
　日展は、10月29日（金）～11月21日

（日）に東京国立新美術館で開催さ
れました。名古屋展は、2022年1月
26日（水）～2月13日（日）に愛知県美術
館で開かれます。

　

本
校
教
員
、
佐
久
美
昭
夫（
泉
涯
）

先
生
が
、
令
和
３
年
度「
日
展
」
に
入

選
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
応
募
点
数

８
５
１
８
点
、
入
選
率
約
13
％
と
い

う
厳
し
い
審
査
の
中
で
、
見
事
10
回

目
の
入
選
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ

ら
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
広
報
誌
「
翠
巒
」
の

題
字
も
佐
久
美
先
生
に
よ
る
も
の
で
す
。
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今
年
の
体
育
祭
は
、
今
ま
で
と
は
違
う
新
し
い
体
育

祭
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
に
な
り
、
1
年
間
学
校
全
体
で
の
行
事
が

で
き
な
い
中
で
の
開
催
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
雨
で
翌
日
に
延
期
に
な
り
、
当
日
も
朝
は
小

雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
無
事
晴
れ
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
競
技
も
全
て
行
う
こ
と
が
で
き
、

「
長
縄
跳
び
」
や
「
三
重
高
ハ
リ
ケ
ー
ン
」
な
ど
全
員

参
加
の
競
技
で
は
、
円
陣
を
組
ん
で
団
結
力
を
高
め
て

い
る
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
練
習
を
含
め
、
ク
ラ
ス
全
員
で
一
つ
の
競

技
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
卒
業
前
に
良
い
思
い
出
が
作

れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
部
活
動
対
抗
リ
レ
ー
」

で
は
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
応
援
し
て
い

る
人
と
出
場
し
て
い
る
人
、
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
チ
ー
ム
編
成
を
3
色
か
ら
7

色
に
増
や
し
ま
し
た
。
他
に
も
競
技
の
ル
ー
ル
変
更
な

ど
様
々
な
改
革
を
行
い
、
よ
り
楽
し
い
体
育
祭
に
な
る

よ
う
に
生
徒
会
役
員
を
中
心
に
考
え
ま
し
た
。
学
校
行

事
が
少
な
い
中
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
思
い
出
に

残
る
楽
し
い
体
育
祭
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も

こ
の
よ
う
な
体
育
祭
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

   

最
後
に
、
体
育
祭
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の

先
生
方
や
生
徒
会
役
員
、
体
育
祭
実
行
委
員
、
ク
ラ
ブ

生
の
協
力
に
支
え
ら
れ
円
滑
に
準
備
や
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

体
育
祭
実
行
委
員
長　

３
Ｋ
２　

大
川 

さ
く
ら

文芸大賞文芸大賞 各部門とも素晴らしい作品が多数提出されました。厳正なる審査の結果、今年度の文芸大賞受賞者が決定しました。

書道  最優秀賞 村田実子（5B）　優秀賞 �進来朋花（6C）、鈴木萌加（2K2）、稲葉心美（2K4）、田中菜世（2K4）、岡部あかり（2T1）、
宮﨑菜央（1K1）、中島唯花（1K3）

美術  優秀賞 中西佑芽（3S1）　優良賞 �谷口七海（2S3）、福田侑真（4D）、中瀬莉里花（4A） 音楽  優秀賞 鷲見恵歩（2T2）

文芸  優良賞 �尾上美咲希（3T1）、加藤千明（4C）、長井玲奈（5B） 写真  優秀賞 谷口奏多（2K5）、加治愛琳（3S2）

11月10日体 育 祭体 育 祭三重高等学校 三年制三重高等学校 三年制
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教
育
実
習

教
育
実
習

　

こ
ん
に
ち
は
。
後
期
生
徒
会

会
長
の
佐
藤
駿
成
で
す
。
今
回

の
生
徒
会
は
、
会
長
と
副
会
長

の
2
人
と
い
う
少
な
い
人
数
で

の
活
動
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
う
い
っ
た
中
で
も
切
磋

琢
磨
し
、
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
こ
の
学
校
を
よ
り
よ
く

し
よ
う
と
い
う
一
心
で
務
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
応
援
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り

感
染
者
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
5
月
の
第
1
波

か
ら
は
じ
ま
り
、
２
０
２
１
年

秋
期
ま
で
の
第
5
波
に
わ
た
っ

て
、
大
変
長
い
間
、
生
活
面
や

学
習
面
、
さ
ら
に
部
活
動
に
お

い
て
も
、
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
最
近
に
な
り
、
1
日
あ

た
り
の
感
染
者
数
も
収
ま
り
は

じ
め
、
様
々
な
面
に
お
い
て
活

動
範
囲
が
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。
延
期
さ
れ
て
い
た
体
育
祭

も
行
う
こ
と
が
で
き
、
徐
々
に

コ
ロ
ナ
以
前
の
学
校
生
活
が
取

り
戻
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
完
全
に
コ
ロ
ナ

以
前
の
生
活
と
同
じ
と
は
い
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
生
徒

会
が
以
前
の
生
活
を
取
り
戻

す
、
ま
た
そ
れ
以
上
の
最
高
の

環
境
と
思
い
出
を
つ
く
る
た
め

に
も
誠
心
誠
意
働
い
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
た
び
副

会
長
に
な
り
ま
し
た
杉
山
小
華

で
す
。
こ
れ
か
ら
半
年
間
、
学

校
や
生
徒
会
長
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
目
の
前
の
こ
と
か
ら

コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
私
は
し

た
い
こ
と
が
2
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
に
と
っ

て
生
活
し
や
す
い
環
境
作
り
で

す
。
例
え
ば
、
整
列
す
る
時
の

並
び
方
や
着
替
え
を
す
る
時
の

更
衣
室
で
す
。
今
は
、
集
会
な

ど
学
年
全
体
で
集
ま
る
時
、
生

物
学
的
性
で
分
け
て
並
ん
で

い
ま
す
。
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
方
々
は
疑
問
に
思
う
こ
と

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
以
外
の
方

は
居
心
地
が
悪
か
っ
た
り
罪
悪

感
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
並
ぶ
時
に
性
別
で
分

け
な
く
て
も
、
話
を
聞
く
こ
と

は
問
題
な
く
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
体
育
前
後
の
更
衣

の
際
、「
女
子
」
は
更
衣
室
、

「
男
子
」
は
教
室
で
着
替
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
以
外
の
方
は
そ
の

場
所
に
い
づ
ら
い
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
も
う
一
つ
教

室
が
あ
れ
ば
着
替
え
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
教
室
を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
事
故
や
手
術
な

ど
で
傷
跡
が
あ
り
、
多
く
の
人

が
い
る
と
こ
ろ
で
は
着
替
え
づ

ら
い
と
い
う
人
も
、
少
し
着
替

え
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
生
徒
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
「
こ
こ

が
も
っ
と
こ
う
な
れ
ば
」
と
い

う
声
を
聞
く
た
め
に
あ
る
目
安

箱
を
活
用
で
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
目
安
箱
を
活
用
し
て
生

徒
の
意
見
を
集
め
、
改
善
で
き

る
と
こ
ろ
は
し
な
が
ら
、
生
徒

が
よ
り
過
ご
し
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
半
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
重
高
等
学
校
三
年
制

三
重
高
等
学
校
三
年
制   

   

後
期
生
徒
会
紹
介

後
期
生
徒
会
紹
介

　
生
徒
会
長　２

Ｋ
１　
佐
藤 

駿
成

　
副
会
長　

２
Ｋ
１　
杉
山 

小
華

名
城
大
学
理
工
学
部
数
学
科　
　

家
田 

凌
輔

　

本
年
度
の
教
育
実
習
で
は
17

名
の
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
２
～

3
週
間
、
母
校
の
三
重
高
校
で

学
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
生
徒
と
し

て
通
っ
て
い
た
学
校
で
す
が
、

教
育
実
習
生
と
し
て
教
員
側
に

立
っ
て
過
ご
す
学
校
は
、
全
く

違
う
景
色
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
先
生
方
が
ど
れ
だ
け
生

徒
の
こ
と
を
思
い
、
行
動
さ

れ
て
い
る
の
か
を
近
く
で
体
感

し
、
今
ま
で
の
感
謝
の
思
い
と

共
に
今
回
の
実
習
の
中
で
こ
の

先
生
方
の
よ
う
に
強
い
思
い
を

持
っ
て
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
緊
張
感
を
感
じ
、
実
習

に
臨
み
ま
し
た
。

　

実
際
に
授
業
を
見
学
し
て
い

く
中
で
、
一
つ
一
つ
の
授
業
の

中
に
た
く
さ
ん
の
工
夫
や
先
生

方
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
実
習
の

途
中
か
ら
は
、
自
ら
授
業
を
行

い
学
ん
で
い
く
こ
と
に
切
り
替

わ
っ
て
い
き
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
よ

う
な
授
業
に
な
る
よ
う
、
必
死

に
教
材
研
究
、
授
業
準
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
思
い
が
す
べ
て
生

徒
に
届
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
実
習
の

中
で
学
ん
だ
こ
と
は
教
員
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
方
面

で
活
き
て
く
る
こ
と
と
思
う
の

で
、
三
重
高
校
で
教
育
実
習
を

や
り
切
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
今
後
の
人
生
を
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
と
違
っ
た
景
色
か
ら
の
学
び

い
つ
も
と
違
っ
た
景
色
か
ら
の
学
び

（
右
） 

副
会
長
　
杉
山

（
左
） 

会
　
長
　
佐
藤
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弓道部  令和3年度全国高校弓道選抜大会三重県予選大会
男子  団体 ３位　　女子  個人 ３位　佐久間馨子(1K4)

アーチェリー部  
令和3年度三重県高等学校アーチェリー競技秋季大会・新人大会
男子  出場　　女子  ２位　中西春華（4C）

バレーボール部  
令和３年度三重県高等学校バレーボール選手権大会 兼 
第74回全日本バレーボール高等学校選手権大会三重県予選大会
男子	 ベスト16
女子	 優勝 �（第74回全日本バレーボール高等学校選手権大会 出場）

令和3年度 クラブ活動結果報告（9月～11月）令和3年度 クラブ活動結果報告（9月～11月）

ダンス部  
第11回 全日本高等学校チームダンス選手権 決勝大会 映像審査部門
小編成部門　優勝　　大編成部門　優勝　
AKB48 58thシングル「根も葉もRumor」MV出演

バトントワリング部  第47回バトントワリング東海大会　出場

将棋部  
三重県高等学校将棋新人大会 
女子の部　優勝　大村一華（2K4） �

（第30回全国高等学校文化連盟将棋新人大会 出場）

近畿高等学校総合文化祭滋賀大会
３位　大村一華（2K4）

水泳部  令和3年度三重県高等学校新人水泳競技大会
男子	 団体総合　２位
	 4×50ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ１位　�鈴川友規(2K3)・浮田凌凪(1T2)
				    鈴木星亜(4C)・綾野遥斗(2S3)
	 4×50ｍﾌﾘｰﾘﾚｰ１位　�浮田凌凪(1T2)・鈴木星亜(4C)
			   　 鈴川友規(2K3)・綾野遥斗(2S3)
	 100m背泳ぎ１位・200m背泳ぎ１位　鈴川友規(2K3)
	 800m自由形１位・200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ１位　鈴木星亜(4C)
	 100m平泳ぎ１位・200m平泳ぎ３位　浮田凌凪(1T2)
女子	 団体総合　２位
	 200m自由形１位・400m自由形 ２位　髙松なつ(5D)
	 100m自由形３位　丸山日和(1K3)

写真部  近畿高等学校総合文化祭滋賀大会　  
出品　小倉彩那（1S3）（第41回三重県夏期写真コンテスト金賞作品）

書道部  第26回 全日本高校・大学書道展審査
第1種 優秀賞　森井虹（2K3）　 第２種 優秀賞　進来朋花（６C）

剣道部  
令和3年度三重県高等学校秋季大会
男子	 団体　優勝　　個人	 ２位　田中潤之介（1S4）
	 	 ３位　浅尾竜太朗（1S1）
女子	 団体　３位　　個人	 ２位　西村咲樹（2K5）

サッカー部  
第100回全国高校サッカー選手権三重県大会
男子	 優勝 （第100回全国高校サッカー選手権大会 出場）

2021年度 第16回三重県高等学校女子サッカー選手権大会
女子	 ベスト4

バスケットボール部  
令和3年度第74回全国高等学校バスケットボール選手権大会
三重県予選会　　女子　３位

ゴルフ部  第26回三重県高等学校ゴルフ選手権新人大会
３位　川原朔太郎（2S2）

（第42回全国高等学校ゴルフ選手権春季大会中部地区予選 出場）

自転車競技部  三重県高等学校新人大会 学校対抗総合  ３位

硬式野球部  
第74回秋季東海地区高等学校野球三重県大会　優勝
第74回秋季東海地区高等学校野球大会　ベスト8
ソフトボール部  
令和３年度三重県高体連ソフトボール競技新人大会 
兼 東海新人大会県予選大会全国選抜大会県予選大会
女子	 ３位

卓球部  
令和３年度三重県高校新人卓球大会　女子  ５位
2021年度三重県卓球選手権大会  
ダブルス	 ３位　小山優（1S3）・柴田未來（1S1）

ソフトテニス部  
三重県高校新人大会 個人戦
男子	 優勝　青木吟斗（1S4）・板舛慶大（1S4）
	 ２位　小野田慎（2K1）・朝倉嵩貴（2S4）
	 ３位　清水唯冬（2S4）・中内謙秀（1K2）
女子	 優勝　松岡琴美（2S4）・廣瀬鈴（2K2）
	 ２位　内田真愛（1S4）・今村香紅那（2K6）
	 ３位　黒田玲那（2K5）・澤井萌々子（2S4）
	 　　　河合晃羽（2S4）・原奈々美（2S4）
三重県高校ソフトテニスシングルス選手権大会
男子	 優勝　松本椿（2S4）
	 （ハイスクールジャパンカップ2022出場（6月））
	 ２位　板舛慶大（1S4）
	 ３位　出口翔太（2S4）・小野田慎（2K1）
女子	 優勝　松岡琴美（2S4）
	 （ハイスクールジャパンカップ2022出場（6月））
	 ２位　澤井萌々子（2S4）
	 ３位　竹田茉由（2S4）・馬渕詩（2K5）

陸上競技部  
第60回三重県高等学校新人陸上競技大会
女子　ハンマー投　２位　後藤芹凜（2T2）
三重県高等学校駅伝競走大会　男子 16位　　女子 10位

　

11
月
初
旬
、
１
・
2
年
生
を

対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
会

が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
事

後
学
習
を
ク
ラ
ス
単
位
で
実
施

し
ま
し
た
。
事
後
学
習
で
は
、

講
演
会
後
に
書
い
た
感
想
や

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
、
各

ク
ラ
ス
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

  

１
年
生　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ

『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋  

出
張
授
業
』

  

２
年
生　

公
益
財
団
法
人 

反
差
別
・
人
権

研
究
所
み
え（
ヒ
ュ
ー
リ
ア
み
え
）

原
田 

朋
記
さ
ん

自
分
の
立
つ
位
置
を
変
え
る

『
誰
か
の
た
め
で
は
な
い
自
分

の
た
め
に
』

人
権
講
演
会

（5）
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私
は
、
11
月
6
日
に
行
わ

れ
た
第
26
回
三
重
県
高
等
学
校

将
棋
新
人
大
会
兼
第
30
回
全
国

高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
新
人

大
会
の
三
重
県
予
選
の
結
果
を

受
け
、
1
月
27
～
29
日
に
行
わ

れ
る
第
30
回
全
国
高
等
学
校
文

化
連
盟
将
棋
新
人
大
会
に
三
重

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

三
重
県
予
選
に
出
場
し
た
選

手
は
、
普
段
か
ら
強
化
練
習
会

な
ど
で
戦
っ
て
い
る
相
手
で
し

た
。
互
い
に
戦
法
を
知
り
尽
く

し
て
い
る
状
況
で
緊
張
し
ま
し

た
が
、
普
段
の
練
習
の
成
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
実
力
不
足
で
は

あ
り
ま
す
が
、
三
重
県
代
表
と

し
て
ベ
ス
ト
8
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
新
人
大
会

本
戦
で
は
、
予
選
以
上
に
緊
張

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
普
段
対

局
で
き
な
い
よ
う
な
同
年
代
の

選
手
と
対
局
で
き
る
喜
び
や
将

棋
の
楽
し
さ
を
忘
れ
ず
、
悔
い

の
残
ら
な
い
よ
う
な
試
合
に
し

ま
す
。

　

昨
年
の
悔
し
い
思
い
を
乗
り

越
え
て
掴
ん
だ
こ
の
切
符
で
、

私
達
は
全
国
ベ
ス
ト
4
を
目
指

し
ま
す
。
春
高
バ
レ
ー
と
い
う

の
は
、
全
国
の
代
表
チ
ー
ム
が

集
大
成
と
し
て
迎
え
る
大
会
で

す
。
そ
の
意
地
と
意
地
と
が

ぶ
つ
か
り
合
う
中
で
勝
ち
抜

い
て
い
く
た
め
に
、
私
達
ら
し

い
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て

戦
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
女
子

バ
レ
ー
部
の
部
訓
に
も
あ
る
よ

う
に
、「
心
と
絆
の
バ
レ
ー
」で

粘
り
強
く
戦
い
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
春
高
で
1
番
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
様
々
な

方
々
へ
の
恩
返
し
と
な
る
よ
う

な
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
で
す
。

指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方

や
、
応
援
し
続
け
て
く
れ
る
家

族
、
そ
し
て
ど
ん
な
時
で
も
支

え
合
っ
て
き
た
仲
間
へ
の
感
謝

を
胸
に
、
全
国
の
舞
台
で
羽
ば

た
い
て
き
ま
す
。

将棋部

悔
い
を
残
さ
ず
　
２
Ｋ
４　

大
村　
一
華

　

本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
々

に
応
援
し
て
い
た
だ
き
、
第

１
０
０
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
へ
の
切
符
を
つ
か
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
の
目
標
は
、
ベ

ス
ト
4
で
す
。
夏
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
ベ
ス
ト
16
で
敗
れ
、

と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
そ
の
悔
し
さ
を
糧
に
こ
こ

ま
で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
精
進

し
て
き
た
の
で
、
夏
の
悔
し
さ

を
こ
の
冬
に
晴
ら
し
ま
す
。

　

全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決

ま
っ
た
か
ら
こ
そ
、
日
常
生
活

や
学
校
生
活
に
お
い
て
、
今
ま

で
以
上
に
気
を
引
き
締
め
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
土

台
を
し
っ
か
り
固
め
る
こ
と
が

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
深
め
る
こ
と

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
よ
り
多
く
の
人
に
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
チ
ー
ム
と
な

り
、
学
校
中
、
三
重
県
中
の

人
々
を
巻
き
込
ん
で
戦
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

謙
虚
に
ひ
た
む
き
に
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
戦
い
ま
す

の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
58
ｔ
ｈ
シ
ン
グ
ル

「
根
も
葉
も
Ｒｕｍｏｒ
」
の
Ｍ
Ｖ

に
三
重
中
高
ダ
ン
ス
部
80
名
が

出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
三
重
高
校
を
舞
台
に
し
た
Ｍ

Ｖ
に
」
と
い
う
こ
と
で
、
学
校
で

の
撮
影
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊

急
事
態
宣
言
の
関
係
で
場
所
を

変
更
し
、
静
岡
県
の
伊
東
市
の

学
校
で
３
日
間
撮
影
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
、
全
国
大

会
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
シ
ョ
ー
で
の
出
演
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
諦
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
た
め
、
私
た
ち
に
と
っ
て

Ａ
Ｋ
Ｂ
の
皆
さ
ん
と
の
共
演
と

い
う
経
験
は
と
て
も
あ
り
が
た

く
、
貴
重
な
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
Ｍ
Ｖ
の
中
で
Ａ
Ｋ
Ｂ
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
夏
服
を
着
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
7
月
に
中
部
予
選
が

あ
り
、
9
月
に
九
州
で
決
勝
大

会
が
あ
る
「
第
11
回 

全
日
本

高
等
学
校
チ
ー
ム
ダ
ン
ス
選
手

権
」
に
大
編
成
部
門
と
小
編
成

部
門
の
ど
ち
ら
に
も
出
場
予
定

で
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の

関
係
で
、
映
像
で
の
審
査
を
認

め
て
い
た
だ
き
、
全
国
大
会
に

挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
は
、
大
編
成
、
小
編
成
と

も
に
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
私
た

ち
が
思
い
き
り
活
動
で
き
る
の

は
、
日
ご
ろ
か
ら
応
援
し
て
く

だ
さ
る
保
護
者
の
方
々
や
先
生

方
の
お
か
げ
だ
と
思
って
お
り
ま

す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

男子
サッカー部

ひ
と
つ
の
過
程
　
３
Ｓ
５　

吉
良 

元
希

ダンス
部

コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
報
告

　
　
　
２
Ｋ
６　

井
畑 

結
子

女子バレー
ボール部
「
勝
つ
集
団
」で
挑
む
全
国
の
舞
台

　
　
　
３
Ｓ
５　

南
川 

瀬
里
奈

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

ク
ラ
ブ
活
動
報
告
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(%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教育方針等について

学校全般

授業について

保護者
　本校の校訓「真剣味」という言葉を理解している。

生　徒
　本校の校訓「真剣味」という言葉の意味を知っている。

教職員
　本校の校訓「真剣味」という言葉を意識して生徒を指導している。

保護者
　本校の教育目標や教育方針の内容を知っている。

生　徒
　本校の教育目標や教育方針の内容を知っている。

教職員
　本校の教育目標や教育方針を意識して生徒を指導している。

保護者
　家庭において２時間以上、子どもは勉強している。

生　徒
　自分は意欲的に授業を受けている。

教職員
　意欲的に授業を受けている生徒が多い。

保護者
　学校は、補習など授業以外の学習指導をよくしてくれている。

生　徒
　授業の進め方が適切で満足している教科が多い。

教職員
　生徒の能力に応じた授業をしている。

① ② ③ ④ ⑤

37.4

36.4

48.9

47.2

46.8

46.7

12.4

9.6

3.3

0.8

1.9

0

2.4

5.2

1.1

18.4

21.8

48.9

60.4

50.7

45.6

17.9

18.7

3.3

0.8

2.2

0

2.5

6.7

2.2

47.7

27.3

13.3

42.7

51.6

72.2

5.9

11.4

14.4

1.2

3.1

0

2.4

6.6

0

19.5

33.9

37.8

45.3

40.4

56.7

13.6

7.9

4.4

1.6

2.4

0

20

15.4

1.1

43.9

36.2

10

41.4

41.3

80

8.4

11.7

4.4

1.4

3.3

0

4.9

7.5

5.6

16.5

31.5

21.1

24.5

53.5

61.1

31.4

10.1

13.3

19.7

0.7

0

8

4.2

4.4

22.1

15.4

16.9

33.1

52.2

66.3

18.5

21.3

14.6

4

3.5

0

22.3

7.7

2.2

47.7

27.3

13.3

42.7 1.2

11.4 3.111.4

5.9

3.1 6.6

2.4

14.4

51.6

72.2

22.1

15.4

33.1

52.2

16.9

21.3

66.3

18.5

7.73.53.5

14.6

4

2.2

22.3

24.3

1012.2

22.2

24.3

32.3

41.1

31.6

29.8

30

14.1

13.9

7.4

2.22.2 4.4

保護者
　進路に対して不安なので塾に通わせなければと考えている。
　（すでに通わせている。）　　　

生　徒
　授業だけで十分進学に対応できる。

教職員
　本校の授業だけで、中堅の大学への進学は可能である。

24.3

12.2

22.2

24.3

32.3

41.1

29.8

31.6

30

14.1

10

2.2

7.4

13.9

4.4

18.4

21.8

48.9

60.4 17.9

50.7 18.7 2.2

3.3

2.2 6.7

45.6

2.5

43.9

36.2

41.4

41.3

10 80

8.4 1.4

11.7

4.9

3.3

4.4

3.3

4.4 5.6

7.5

16.5

31.5

24.5

53.5

21.1

10.1 0.710.1 0.7

61.1 13.3

31.4

4.2

4.4

19.7 8

37.4

36.4

48.9

47.2

46.8

46.7

0.812.4

9.6

2.4

3.3 1.1

1.9 5.2

3.3 1.1

2.23.3

1.9 5.2

19.5

33.9

37.8 56.7 4.4

2.4

4.4

45.3

40.4 7.9

13.6 201.6

2.4 15.4

1.1

学校評価アンケート集計結果

保護者 生徒 教職員
全体数 1,720

1,061
61.7%

1,720
1,150
66.9%

92
90

97.8%
回答数
回収率

①よくあてはまる ②ややあてはまる
③あまりあてはまらない ④全くあてはまらない
⑤よくわからない

　今年度も、学校評価アンケートにご協力いただきありがとうございました。提出していただきました
アンケートの集約結果を割合 (％) とグラフとで報告させていただきます。 

④全く
あてはまらない

⑤よく
わからない

①よく
あてはまる

②やや
あてはまる

③あまり
あてはまらない

項
目
1

項
目
2

項
目
3

項
目
4

項
目
5

項
目
6

項
目
7

項
目
8

保護者
　子どもは、学校に楽しく行っている。

生　徒
　学校の雰囲気は良い。

教職員
　生徒にとって本校は恵まれた教育環境であると思う。

保護者
　子どもの悩みや相談に親切に対応してくれている。

生　徒
　先生は悩みや相談に親切に対応してくれる。

教職員
　生徒の悩みや相談に親切に対応している。

保護者
　子どもは三重高校に入学してよかったと思っている。

生　徒
　自分は本校に入学してよかったと思っている。

教職員
　生徒は本校に入学して満足している。

0.8
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生徒指導について

行事・特別活動について

進路指導について
保護者
　子ども一人一人に必要な進路情報が適切に提供されている。

生　徒
　進路に関する情報は必要な時にいつでも知ることができる。

教職員
　進路に関する情報は適宜提供している。

保護者
　担任は子どもに対して適切な進路指導をしてくれている。

生　徒
　担任は生徒の進路指導にそった指導をしてくれる。

教職員
　生徒は進路に関して質問をよくしにくる。

保護者
　学校は、補習など授業以外の学習指導をよくしてくれている。

生　徒
　進路に対応した授業、補習など日々なされている。

教職員
　進路に対応した授業（補習）をしている。

保護者
　先生方が基本的生活習慣を身につけさせようと努力していることが
よくわかる。

生　徒
　基本的生活習慣を身につけさせようと努力している教職員が多い。

教職員
　基本的生活習慣を身につけさせようと努力している。

保護者
　服装・頭髪などに関する指導は厳しいので良いと思う。

生　徒
　服装・頭髪などの指導が厳しいので良いと思う。

教職員
　服装・頭髪に関しての本校の指導は適切である。

24.2

41

14.6

35.4

34.5

49.4

13.7

5

31.5

2.2

1.5

0

24.5

18

4.5

16.9

31

25.6

38.3

35.4

47.8

8.8

9.2

21.1

0.9

2.4

1.1

35

22

4.4

26.1

33.2

57.8

46

39

42.2

8.5

8.4

0

1.3

3.2

0

18.2

16.1

0

27.6

11.8

33.3

40.3

24

47.8

21.5

27.7

12.2

4.8

26.2

3.3

5.7

10.3

3.3

29.5

28.3

52.2

43.1

43.5

43.3

6.6

14.1

4.4

1.4

4.4

0

19.4

9.7

0

46

24.7

26.7

42.3

38.1

61.1

2.9

16.1

10

0.6

5

0

8.2

16

2.2

保護者
　先生が挨拶や時間を守ることなどに力を入れていることがよくわかる。

生　徒
　基本的生活習慣が守れるように生活指導に力を入れていることは良
いと思う。

教職員
　挨拶や時間が守れるように、日々、指導している。

保護者
　学校外で子どもは校則やきまりをよく守っている。

生　徒
　校外において、三重高校生は校則やきまりをよく守っていると思う。

教職員
　三重高校生は校則やきまりをよく守っている。

9.8

53.4

17.8

24.6

29

47.8

5.5

6.5

15.6

1.8

2.8

8.9

58.4

8.3

10

保護者
　学校行事は充実していると思う。

生　徒
　本校の学校行事は楽しい。

教職員
　本校の学校行事の内容は、今のままでよい。

13.7

30.1

33.3

40.2

38.7

58.9

13.4

9.6

6.7

1.6

1.4

0

31.1

20.2

1.1

保護者
　学校の授業に関して不満はない。

生　徒
　授業内容や教え方を工夫をしている先生が多い。

教職員
　教材や教え方にさまざまな工夫をしている。

(%)

① ② ③ ④ ⑤

16.1

24.8

33.3

39.7

48.7

58.9

18.1

12.5

4.4

2.7

2.2

0

23.4

11.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.6

11.8

40.3

24

21.5

27.7 26.2

12.2 3.3

27.7 26.2

4.8

10.3

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.1

33.2

46

39

57.8

8.4

42.2

3.23.2

8.5 18.2

16.1

1.3

33.3 47.8 12.2 3.3 3.3

保護者
　学年、コース、クラスで進路指導が十分なされている。

生　徒
　学年で行われている進路指導の行事等はよくわかり十分役に立って
いる。

教職員
　学年、コース、クラスで進路指導は生徒に役立っている。

13.6

25.7

22.2

39.4

46.9

66.7

11.1

10.3

6.7

1.1

2.4

0

34.8

14.7

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.6

10.3

6.7

2.410.3

22.2

39.4

14.7

1.1

25.7

66.7 6.7

46.9

11.1 34.8

2.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.7

30.1

40.2

38.7

33.3 58.9 6.7

1.49.6

6.7

13.4

1.4 20.29.6

1.1

1.6 31.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

41 34.5

24.2 35.4

14.6 49.4

13.7

18

2.2 24.5

31.5

5 1.55 1.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9

31

38.3

35.4

25.6 47.8 21.1

2.4

1.121.1

0.9

2.4

8.8 35

9.29.2 22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46

24.7

42.3

38.1

2.9

16.1

10

516.1

26.7 61.1 10

0.6

5

8.2

16

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.8

53.4 29 6.5

15.6

2.8

8.9

29

24.6 5.5

6.5

17.8 47.8 15.6

1.8

2.8

58.4

8.3

8.9 10

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.1

24.8

33.3 58.9

2.2

4.4

2.2

23.42.7

12.512.5

4.4 1.23.3

18.1

48.7

39.7

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.5

28.3

43.1 6.6

43.5

43.352.2 4.4

4.4

4.4

4.414.1 9.7

19.41.4

④全く
あてはまらない

⑤よく
わからない

①よく
あてはまる

②やや
あてはまる

③あまり
あてはまらない

項
目
14

項
目
15

項
目
17

項
目
16

項
目
11

項
目
10

項
目
9

項
目
12

項
目
13

項
目
18

4.41.1
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教育課程について

施設・設備・美化について

ITC教育環境について

その他

④全く
あてはまらない

⑤よく
わからない

①よく
あてはまる

②やや
あてはまる

③あまり
あてはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4

58.6

12.2

28.6 3.2

13.3 5.6

28.6

35.6

3.2

13.336.7 5.6 8.9

1.81.8

43.8 21.1

7.7

19保護者
　クラブに入っていない生徒に対して学校はもっと入部を勧めるべき
である。

生　徒
　クラブ活動は高校生にとって有意義であると思う。

教職員
　日々、クラブ指導を熱心にしている。

保護者
　学校行事、部活動は三重高校の特色になっていると思う。

生　徒
　部活動は本校の特色になっていて、誇りに思っている。

教職員
　部活動は本校の特色になっていて、誇りに思っている。

33

46.3

51.1

45.4

32

41.1

7.2

7.8

1.1

0.9

3

2.2

13.5

10.9

4.4

31.5

52.3

37.3

41.1

32.8

44.1

11.7

6.5

8.5

1.6

2.2

0

14.2

6.2

10.2

6.5

29.4

20

19.8

45.3

52.2

7.3

10.3

15.6

1.1

2.3

2.2

65.3

12.7

10

保護者
　子どもは自分のクラスは楽しいと言っている。

生　徒
　自分のクラスは楽しい。

教職員
　HR運営に問題はなく、自分のクラスに行くのが楽しい。

保護者
　授業以外の学習は充実している。

生　徒
　授業以外の学習は充実している。

教職員
　授業以外の学習の回数は適切である。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.5 19.8

29.4 45.3 10.3 2.345.3

7.3

10.3

20 52.2 2.22.215.6

1.1

2.3

65.3

12.7

10

12.5

23.9

14.6

45.3

44.3

64

10.3

8.7

13.5

1.2

2.5

2.2

30.7

20.6

5.6

保護者
　カリキュラムは子どもの進路希望の実現に役立っている。

生　徒
　本校のカリキュラムはあなたの進路希望の実現に役立っている。

教職員
　本校のカリキュラムは進路希望の実現に役立っている。
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5.6
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5.7

1.9保護者
　施設設備はよく整備されている。

生　徒
　施設設備はよく整備されていて満足である。

教職員
　施設設備はよく整備されている。

保護者
　清掃状況がよく、校内がきれいである。

生　徒
　清掃状況がよく、校内がきれいである。

教職員
　清掃状況がよく、校内がきれいである。
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0

生　徒
　ITC教育環境（Wi-Fi・情報機器など）はよく整備され、使いやすい。

教職員
　ITC教育環境（Wi-Fi・情報機器など）はよく整備され、使いやすい。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.1 35.6 5.6 25.20.5保護者
　事務所の職員は電話などの対応が親切で丁寧である。 33.1  35.6　5.6　 0.5　25.2
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　生徒対象アンケートでの質問項目に合わせ結果を表示しました。保護者、教員については、生徒質問項目に対応できるように、
少し入れ替えがしてあります。「ITC教育環境」については、生徒・教員の結果を表示しました。最後の「その他」については、
保護者のみの結果です。この集計結果をもとに、各コース、各分掌で分析を行い、今後の教育活動に生かしていきたいと
考えています。
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